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１． 資料説明 

 

 本資料は、平成２５年度から平成２８年度のデジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委

員会合同 WG 議事録等の資料、平成２９年１０月２６日開催「デジタルエコファクトリー

（DEcoF）専門委員会セミナー」の講演配布資料、及びＦＡオープン推進協議会運営委員会

資料を基にデジタルエコファクトリー専門委員会活動報告書として取り纏めたものです。 
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２．２ 委員会名簿 
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２．３ 委員会開催状況 

 

デジタルエコファクトリー研究会の開催状況は、以下の通り。 

 

平成２５年 ４月 ５日（金） H２５年度第１回 MSTC会議室 

平成２５年 ６月２８日（金） H２５年度第２回 MSTC会議室 

平成２５年 ９月 ６日（金） H２５年度第３回 MSTC会議室 

 

デジタルエコファクトリー(DEcoF)専門委員会の開催状況は、以下の通り。 

 

平成２５年１０月２５日（金） H２５年度第１回 MSTC会議室 

 

DEcoF専門委員会（アイデアル・実証実験）合同 WGの開催状況は、以下の通り。 

 

平成２５年１２月１３日（金） H２５年度第１回 MSTC会議室 

平成２６年 ３月 ４日（金） H２５年度第２回 MSTC会議室 

 

平成２６年 ５月 ８日（金） H２６年度第１回 MSTC会議室 

平成２６年 ７月１０日（木） H２６年度第２回 MSTC会議室 

平成２６年 ９月 ３日（水） H２６年度第３回 MSTC会議室 

平成２６年１１月１４日（金） H２６年度第４回 東京ビックサイト会議棟 

平成２７年 １月 ９日（金） H２６年度第５回 MSTC会議室 

生成２７年 ３月１０日（火） H２６年度第６回 MSTC会議室 

 

平成２７年 ５月２１日（木） H２７年度第１回 MSTC会議室 

平成２７年 ７月 ９日（木） H２７年度第２回 MSTC会議室 

平成２７年 ９月１０日（木） H２７年度第３回 MSTC会議室 

平成２７年１１月１９日（木） H２７年度第４回 MSTC会議室 

平成２８年 １月 ７日（木） H２７年度第５回 MSTC会議室 

平成２８年 ３月１８日（金） H２７年度第６回 MSTC会議室 

 

平成２８年 ５月１２日（木） H２８年度第１回 MSTC会議室 

平成２８年 ７月１４日（木） H２８年度第２回 MSTC会議室 

平成２８年 ９月１５日（木） H２８年度第３回 MSTC会議室 

平成２８年１０月２７日（木） H２８年度第４回 MSTC会議室 

平成２９年 １月１３日（金） H２８年度第５回 MSTC会議室 

平成２９年 ３月 ２日（木） H２８年度第６回 MSTC会議室 
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３．年度別活動報告 

３．１ 平成２５年度デジタルエコファクトリー専門委員会活動報告 
 

ＭＳＴＣ ＦＡオープン推進協議会 

デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会 

活動報告 

 

平成 26年 3月 13日 

 

【H25年度の活動概要】 

１．研究会設置の経緯 

 本研究会は，H22～H23 年度に MSTC アイデアファクトリー事業で実施された「テーマ６：グリーンプ

ロダクション基盤としてのデジタルエコファクトリ構築のための調査研究」での成果を引き継いで設置さ

れた．主に機械製品を対象として，初期設計から，製造，使用を経て解体，分別，再利用といった製品

ライフサイクルを実現するためのインバース工程も含めた製造システムの設計支援ツール，そして製造

過程の各場面で行うライフサイクルアセスメント（LCA）実施のためのツールなどを，デジタルエコファ

クトリーとして統合した環境を構築することを目的としている．そして，この環境をクラウドサービス

などを通して SaaS (Software as a Service)として配信することで，ごく少ない ICT投資で広く一般の製造

業において利用可能なグリーンプロダクションのための環境情報プラットフォームを提供する．これに

より，製品のライフサイクルシミュレーションに，分解，再利用も含めた製造工程についての科学的，

定量的，客観的な環境負荷の評価を加えることが可能となり，生産性も意識した上でのもっとも環境負

荷の少ないやり方でのものづくりシナリオとそれを実現する製造システムの構成を支援できるようにな

る． 

 デジタルエコファクトリーの具体的なイメージは，パネルと呼ばれるユーザインターフェースを介し

て工場の構成要素である工作機械，ロボット，搬送機，作業員などを定義すると，それらはそれぞれソ

フトウェアエージェントとしてコンピュータ内にモデル化され，マルチエージェントシステムとして仮

想工場：デジタルファクトリーを構成する．一方，ユーザは，設計支援ツールなどを利用して製品のプ

ロダクトモデルとその製品の製造シナリオ（含む製造ライン構成）を用意する．この製造シナリオ案に対

して，デジタルエコファクトリー上で仮想生産（シミュレーション）を実施し，各パネルを通して，製品

ビュー，装置ビュー，製造ラインビュー，工場ビューで，生産性とともに環境影響も含めた事前検討が

可能となる．このような ICTによるグリーンプロダクション支援環境：デジタルエコファクトリーを構築

するために，例えば，ユーザごとのオリジナル・デジタルエコファクトリー構築用インターフェースの

検討（含む製造装置・製造機械テンプレート），製造シナリオの構造・作成法・入力インターフェースの

検討，シミュレーション画面など出力インターフェースの検討，デジタルエコファクトリー機能と構成，

実装についての検討，実製造ラインとのコミュニケーションによる連携法の検討などを行う． 

２．テーマ推進活動 

 デジタルエコファクトリーに対する参加企業の希望するユースケースを収集し，これをまとめること

によりデジタルエコファクトリーへの要求仕様の明確化・具体化を試みた．各企業から出されたユース

ケースは，大まかに３つのシナリオに分けることができ，各シナリオについて入力データ，出力として

見たいデータ，計算方法など詳細について検討し，一覧表にまとめることを行なった．シナリオ１は，

どんな製品をどこで作るのかという場面（例えば，新製品の製造ラインの検討など）で使うもの，シナリ

オ２は，既設の製造ラインをどう動かしたらよいのかという場面（例えば，生産品目や生産数量の変化に

対する検討など）で使うもの，シナリオ３は，稼働中の製造ラインがうまく運用されているのかという場
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面（例えば，実際の監視データと予測データとの比較検討など）で使うものである． 

 年度途中で専門委員会への昇格が承認され，専門委員会として活動を開始した．委員会内に，デジタ

ルエコファクトリーの理想形を追求する WG1（DEcoFアイデアル Gr）とデジタルエコファクトリーの実装

技術について対象を限定して検討する WG2（実証実験 Gr）を設置した．当面は合同で活動している． 

【H26 年度の活動計画(案)】 

１．テーマの推進 

 前年度に得たデジタルエコファクトリーへの要求事項に基づいて，今年度は，デジタルエコファクト

リー実装のための基盤としてマルチエージェント技術が適当なものかを検証し，その後，デジタルエコ

ファクトリーをシステムとして具現化するために基本詳細設計を進める．並行して，前述の各シナリオ

について，機能要求をまとめ，ユーザインターフェースについての検討も進める． 

２．委員会構成 

  研究会：ＦＡオープン推進協議会の一般会員，情報会員（新規入会の企業も含む）． 

  企業名一覧：三菱電機㈱，㈱日立製作所，清水建設㈱，オムロン㈱，ジェイテクト、富士通㈱， 

        ㈱ケイ・ティー・システム，順不同 

３．他団体・組織との連携  

  外部団体の公募研究助成へ応募し実証実験のための資金を得ることを考えている．また，応募条件

により，神奈川工科大学を資金受け入れ窓口とし連携して実証研究を遂行することもあり得る． 

 

【次年度以降の計画（案）】 

１．基本方針 

デジタルエコファクトリーへの要求仕様から基本詳細設計を進めながら，適用分野を絞った技術課題

検討のための実証実験を行うため，外部資金獲得を目指して研究助成などへの応募活動などを積極的に

展開したい．実証実験（マルチエージェント技術のデジタルエコファクトリー実装への適用検討）とシス

テム評価を行い，デジタルエコファクトリーの構成法をまとめた設計書，さらに，前述の目的に沿った

デジタルエコファクトリーを用いたグリーンプロダクションについての提言書をまとめたい． 

２．活動の普及 

 現在参加の一般会員５社はすべてデジタルエコファクトリーのユーザサイドに属するため，目的達成

のためにはシステムのベンダーサイドの参加者を募る必要がある．そのためには，本活動を広くアピー

ルし，ユーザサイドの参加者をさらに増やして有用性・必要性を示すことが考えられる． 

 

以上 
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３．２ 平成２６年度デジタルエコファクトリー専門委員会活動報告 

ＭＳＴＣ ＦＡオープン推進協議会 

デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会 

活動報告 

 

平成 27年 6月 7日 

 

【H26年度の活動概要】 

１．委員会設置の経緯 

 本委員会は，H22～H23 年度に MSTC アイデアファクトリー事業で実施された「テーマ６：グリ

ーンプロダクション基盤としてのデジタルエコファクトリ構築のための調査研究」での成果を引き継

いで H24 年度に研究会として活動を開始し，H25 年度半ばに専門委員会に昇格，設置された．委員

会内に，デジタルエコファクトリーの理想形を追求する WG1（DEcoF アイデアル Gr）とデジタル

エコファクトリーの実装技術について対象を限定して検討する WG2（実証実験 Gr）を設置し，当面

は合同で活動している．生産性と環境影響の両面を考慮した各製造工程のより詳細な事前評価のた

めのソフトウェアツール：デジタルエコファクトリーの構築を目指している．デジタルエコファク

トリーをツールとしてクラウドサービスなどを通して SaaS (Software as a Service)として配信する

ことで，少ない ICT 投資で広く一般の製造業において利用可能なグリーンプロダクションのための

生産支援環境を提供することを目的としている．主に機械製品を対象として，製品のライフサイク

ルシミュレーションに，分解，再利用も含めた製造工程についての科学的，定量的，客観的な環境

負荷の評価を加えることが可能となり，生産性も意識した上でのもっとも環境負荷の少ないやり方

でのものづくりシナリオとそれを実現する製造システムの構成を支援できるようになる． 

 デジタルエコファクトリーの具体的なイメージは，パネルと呼ばれるユーザインターフェースを

介して工場の構成要素である工作機械，ロボット，搬送機，作業員などを定義すると，それらはそ

れぞれソフトウェアエージェントとしてコンピュータ内にモデル化され，マルチエージェントシス

テムとして仮想工場：デジタルファクトリーを構成する．一方，ユーザは，設計支援ツールなどを

利用して製品のプロダクトモデルとその製品の製造シナリオ（含む製造ライン構成）を用意する．こ

の製造シナリオ案に対して，デジタルエコファクトリー上で仮想生産（シミュレーション）を実施し，

各パネルを通して，製品ビュー，装置ビュー，製造ラインビュー，工場ビューで，生産性とともに

消費エネルギなどについての予測値を得て事前検討が可能となる．このような ICT によるグリーン

プロダクション支援環境：デジタルエコファクトリーを構築するために，例えば，ユーザごとのオ

リジナル・デジタルエコファクトリー構築用インターフェースの検討（含む製造装置・製造機械テン

プレート），製造シナリオの構造・作成法・入力インターフェースの検討，シミュレーション画面な

ど出力インターフェースの検討，デジタルエコファクトリー機能と構成，実装についての検討，実

製造ラインとのコミュニケーションによる連携法の検討などを行う． 

２．テーマ推進活動 

 H25 年度にデジタルエコファクトリーに対する参加企業の希望するユースケースを収集し，これ

をまとめることによりデジタルエコファクトリーへの要求仕様の明確化・具体化を試みた．各企業

から出されたユースケースは，大まかに3つのシナリオに分けることができ，各シナリオについて入

力データ，出力として見たいデータ，計算方法など詳細について検討し，一覧表にまとめることを

行なった．シナリオ 1は，製造ラインの設計時に使うもの，シナリオ 2は，製造計画の検討時に使う
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もの，シナリオ３は，製造ラインの運用管理時に使うものであった． 

 H26年度は，デジタルエコファクトリーに対する要求機能を，具体的なシステムとして実現するた

めの検討に入った．対象を上述のシナリオ１と２に絞り，特に，マルチエージェント技術を用いてデ

ジタルエコファクトリの構成することで要求に合う機能実現が可能なことを実証するために，各社共

通であるプリント基板ユニット製造ラインを例題とし，市販のマルチエージェントシミュレーション

システムである artisoc アカデミックを利用した実験を開始した．また，本格的な実証実験のための

外部研究助成への応募活動，将来の展開に必要な標準化項目の提案活動準備も行った． 

【H27 年度の活動計画(案)】 

１．テーマの推進 

 今年度は，外部研究助成が得られることとなった．前年度にまとめたデジタルエコファクトリーの

利用シナリオと機能要求について，プリント基板ユニット製造ラインを対象にシステムを実装し，各

委員にて利用することで実証実験を行う．また，生産機械カタログ（ｅ－ライブラリ）の構成を含む

デジタルエコファクトリー構築用インターフェース，製造シナリオの作成法などについて検討する． 

２．委員会構成 

 委員会：ＦＡオープン推進協議会の一般会員，情報会員． 

 企業名一覧：三菱電機㈱，㈱日立製作所，清水建設㈱，オムロン㈱，ジェイテクト、富士通㈱， 

        ㈱ケイ・ティー・システム，順不同 

３．他団体・組織との連携  

 神奈川工科大学を受け入れ窓口とし公益法人 JKA の研究助成（「製造シミュレーションのための

装置の電子カタログ開発補助事業」との共同：研究助成 2,982,000 円（2 年間））を得たので，協同

して実証研究を遂行する．また，ユーザごとのデジタルエコファクトリーを構成するために必要とな

る動的ふるまいも含んだ機械・装置の e-カタログライブラリの標準化についての提案も，ISO16400

提案準備委員会（平成２７年度政府戦略分野に係る国際標準化活動 「動的製造装置モデルを利用し

た製造シナリオの生産性と環境影響のデジタル検証に関する国際標準化」2年予定）と連携して行う． 

 

【次年度以降の計画（案）】 

１．基本方針 

外部研究助成などを得て，実証実験（マルチエージェント技術のデジタルエコファクトリー実装へ

の適用検討）とシステム評価をしっかりと行い，デジタルエコファクトリーの構成法を実用性の高い

形でまとめる．さらに，前述の目的に沿ったデジタルエコファクトリーを用いたグリーンプロダクシ

ョンの推進についても提案する．併せて，必要な標準化提案についても積極的に展開する． 

２．活動の普及 

 新しく得られた知見や提案については，積極的に国内外での学会発表すると同時に，論文として投

稿発表をしていく．できれば，展示会などで積極的にデモやポスター発表を行う．これにより，特に，

生産機械・生産装置のメーカー企業の本委員会活動への参加を増やしたい． 

３．委員会設置期間について 

 得られた外部研究助成の期間が，H27～28 の 2 年間であることを鑑み，完了時期を合わせて，委

員会の設置期間を 1年間延長してH29年 3月までとすることを提案する． 

以上 
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３．３ 平成２７年度デジタルエコファクトリー専門委員会活動報告 

  

ＭＳＴＣ ＦＡオープン推進協議会 

デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会 

活動報告 

 

平成 28年 6月 26日 

 

【H27年度の活動概要】 

１．委員会設置の経緯 

 本委員会は，H22～H23 年度に MSTC アイデアファクトリー事業で実施された「テーマ６：グリ

ーンプロダクション基盤としてのデジタルエコファクトリ構築のための調査研究」での成果を引き継

いで H24 年度に研究会として活動を開始し，H25 年度半ばに専門委員会に昇格，設置された．委員

会内に，デジタルエコファクトリーの理想形を追求する WG1（DEcoF アイデアル Gr）とデジタル

エコファクトリーの実装技術について対象を限定して検討する WG2（実証実験 Gr）を設置し，合同

で活動している．主に機械製品を対象として，生産性と環境影響の両面を考慮した各製造工程のよ

り詳細な事前評価のためのソフトウェアツール：デジタルエコファクトリーの構築を目指している．

生産性も意識した上でのもっとも環境負荷の少ないやり方での，ものづくりシナリオとそれを実現す

る製造システムの構成を支援する．デジタルエコファクトリーをツールとしてクラウドサービスなど

を通して配信することで，少ない ICT 投資で広く一般の製造業において利用可能なグリーンプロダ

クションのための生産支援環境を提供することを目的としている． 

 デジタルエコファクトリーの具体的なイメージは，工場の構成要素である工作機械，ロボット，

搬送機などを生産装置 e-カタログライブラリから選ぶと，それらはそれぞれソフトウェアエージェ

ントとしてコンピュータ内にモデル化され，マルチエージェントシステムとして仮想工場：デジタ

ルファクトリーを構成する．一方，ユーザは，設計支援ツールなどを利用して製品のプロダクトモ

デルとその製品の製造シナリオ（含む製造ライン構成）を用意する．この製造シナリオ案に対して，

デジタルエコファクトリー上で仮想生産（シミュレーション）を実施し，製品ビュー，装置ビュー，

製造ラインビュー，工場ビューで，生産性とともに消費エネルギなどについての予測値を得て事前

検討が可能となる．このような ICT によるグリーンプロダクション支援環境：デジタルエコファク

トリーを構築するために必要な技術の検討を，ケーススタディなどを通じて行う． 

２．テーマ推進活動 

 H25 年度にデジタルエコファクトリーに対する参加企業の希望するユースケースを収集し，これ

をまとめることによりデジタルエコファクトリーへの要求仕様の明確化・具体化を試みた．各企業

から出されたユースケースは，大まかに3つのシナリオに分けることができ，各シナリオについて入

力データ，出力として見たいデータ，計算方法など詳細について検討し，一覧表にまとめることを

行なった．シナリオ 1は，製造ラインの設計時に使うもの，シナリオ 2は，製造計画の検討時に使う

もの，シナリオ３は，製造ラインの運用管理時に使うものであった． 

 H26年度は，デジタルエコファクトリーに対する要求機能を，具体的なシステムとして実現するた

めの検討に入った．対象を上述のシナリオ１と２に絞り，特に，マルチエージェント技術を用いてデ

ジタルエコファクトリの構成することで要求に合う機能実現が可能なことを実証するために，各社共

通であるプリント基板ユニット製造ラインを例題とし，市販のマルチエージェントシミュレーション

システムである artisocアカデミックを利用した実験を開始した．また，本格的な実証実験のための
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外部研究助成への応募活動，将来の展開に必要な標準化項目の提案活動準備も行った． 

 平成 27 年度は，外部研究助成を得て．前年度にまとめたデジタルエコファクトリーの利用シナリ

オと機能要求について，プリント基板ユニット（PCA）製造ラインを対象にシステムを実装し，各委

員にて利用することで実証実験を開始した．また，製造装置カタログ（ｅ－ライブラリ）の構成を含

むデジタルエコファクトリー構築用インターフェース，製造シナリオの入力法などについて検討した． 

【H28 年度の活動計画(案)】 

１．テーマの推進 

 今年度は，前年度に実装したプリント基板ユニット製造ラインを対象とした実験システムについ

て，委員会内での試用を継続する．この試用実験結果に基づいて，提案の実用性評価，生産機械カタ

ログ（ｅ－ライブラリ）の構成を含むデジタルエコファクトリー構築用インターフェース，製造シナ

リオの作成法などについて検討し，デジタルエコファクトリーの適用対象を拡張する． 

２．委員会構成 

 委員会：ＦＡオープン推進協議会の一般会員，情報会員 

 企業名一覧：三菱電機㈱，㈱日立製作所，清水建設㈱，オムロン㈱，ジェイテクト、富士通㈱， 

        ㈱ケイ・ティー・システム，順不同 

３．他団体・組織との連携  

 H27 年度より神奈川工科大学を受け入れ窓口とし公益法人 JKA の研究助成（「製造シミュレーシ

ョンのための装置の電子カタログ開発補助事業」2,982,000円（2年間））を得たので，共同して実証

研究を遂行している．また，ユーザごとのデジタルエコファクトリーを構成するために必要となる動

的振舞いも含んだ機械・装置の e-カタログライブラリの標準化について，ISO16400提案準備委員会

（平成 27 年度政府戦略分野に係る国際標準化活動 「動的製造装置モデルを利用した製造シナリオ

の生産性と環境影響のデジタル検証に関する国際標準化」2年予定）に引き続き協力していく． 

 

【次年度以降の計画（案）】 

１．基本方針 

デジタルエコファクトリーの基本構成について実用性の高い形でこれまでの活動成果をまとめる．

この結果に基づいて，デジタルエコファクトリーの利用について今後の展望を明らかにし，次の発展

的活動につながる新たな活動を提案する． 

２．活動の普及 

 新しく得られた知見や提案については，積極的に国内外での学会発表を行なうと同時に，論文とし

て投稿発表をしていく．機会があれば，展示会などで積極的にデモやポスター発表を行い，これによ

り，メーカー企業，特に，生産機械・製造装置メーカーの本委員会活動への参加を増やしたい． 

３．委員会設置期間について 

 本委員会の設置期間は H29 年 3 月までとなっている．できれば，H29 年４月からは新たな委員会

として，これまでの活動成果をさらに発展させる形で新委員会を設置したい．  

以上 
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DEcoF専門委員会の概要

【活動目的】
 生産性と環境影響の両面を考慮した各製造工程のより詳細な事前評価のため

のソフトウェアツール：デジタルエコファクトリーの構築を目指す．

 本ツールをクラウドサービスなどを通してSaaS (Software as a Service)とし
て配信することで，少ないICT投資で広く一般の製造業において利用可能なグ
リーンプロダクションのための生産支援環境を提供する．

 具体的には，ユーザが定義した仮想製造ライン上で，生産性と消費エネルギ
についてシミュレーションすることで，様々な観点からの事前検討を可能と
する．また，実証実験により，デジタルエコファクトリーの実現手法につい
ても検討する．

【委員会構成】
WG1（DEcoFアイデアルGr）: デジタルエコファクトリーの理想形追求

WG2（実証実験Gr）：ケーススタディを設定しての実証実験

【連携・協力】
 ISO16400提案準備委員会（平成２７年度政府戦略分野に係る国際標準化活動

「動的製造装置モデルを利用した製造シナリオの生産性と環境影響のデジタ
ル検証に関する国際標準化」2年予定）との連携

 公益財団法人ＪＫＡ 研究助成：「製造シミュレーションのための装置の電子
カタログ開発補助事業」との共同：研究助成 2,982,000円（H27より2年間）

DEcoF専門委員会の活動内容

【試作を含んだケーススタディ（PCA製造ライン）によるデジタルエコ

ファクトリーの構成に関する検討】（H27年度活動）

外部研究助成を得て．前年度にまとめたデジタルエコファクトリーの利用シナ
リオと機能要求について，プリント基板ユニット（PCA）製造ラインを対象にシス
テム（PCA製造ラインを対象とした実験システムの構成図参照）を実装し，各委員
にて利用することで実証実験を開始した．実験システムは，はんだ印刷機，部品
マウンタ，リフロー炉の各テンプレートから具体的なカタログを作成登録する部
分と，選択したカタログからデジタルエコファクトリをマルチエージェントシス
テムとして構成する部分から成り，これを利用して消費電力シミュレーションを
行なった．製造装置カタログｅ－ライブラリの構成を含むデジタルエコファクト
リー構築用インターフェース，製造シナリオの入力法などについて検討した．

【今後の活動予定項目】
 PCA製造ラインを対象とした実験システムの試用結果のまとめ
 試用結果に基づいた実験システムの改良
 実験システムを用いた消費エネルギシミュレーションの実行結果と入出力

インターフェースの検討
 一般の生産装置への拡張と装置カタログe-ライブラリの構成検討
 実製造ラインとのコミュニケーションによる連携法の検討
 4年間の委員会活動のまとめと今後の展開計画
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（H27年度作成）

はんだ印刷機
テンプレート

部品マウンタ
テンプレート

リフロー炉
テンプレート

はんだ印刷機
カタログ群

部品マウンタ
カタログ群

リフロー炉
カタログ群

はんだ印刷機
エージェント

（ソースコード）

部品マウンタ＃２
エージェント

（ソースコード）

リフロー炉
エージェント

（ソースコード）

装置カタログe-ライブラリ

部品マウンタ＃１
エージェント

（ソースコード）

ｃ
ｃ

カタログからエージェント（artisocソースコード）の自動生成

artisoc上に構成する仮想プリント基板ユニット製造ライン

プリント基板
エージェント

PCA 製造計画データ製造ライン構成データ

ｃ
ｃ

ｃ
ｃ

モデル記述
生成 テンプレート選択

パラメータ入力

PCA製造ラインを対象とした実験システムの構成
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３．４ 平成２８年度デジタルエコファクトリー専門委員会活動報告 

ＭＳＴＣ ＦＡオープン推進協議会 

デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会 

活動報告 

 

平成 29年 3月 24日 

 

【H28年度の活動概要】 

１．委員会設置の経緯 

 本委員会は，H22～H23 年度に MSTC アイデアファクトリー事業で実施された「テーマ６：グリ

ーンプロダクション基盤としてのデジタルエコファクトリ構築のための調査研究」での成果を引き継

いで H24 年度に研究会として活動を開始し，H25 年度半ばに専門委員会に昇格，設置された．委員

会内に，デジタルエコファクトリーの理想形を追求する WG1（DEcoF アイデアル Gr）とデジタル

エコファクトリーの実装技術について対象を限定して検討する WG2（実証実験 Gr）を設置し，合同

で活動している．主に機械製品を対象として，生産性と環境影響の両面を考慮した各製造工程のよ

り詳細な事前評価のためのソフトウェアツール：デジタルエコファクトリーの構築を目指している．

生産性も意識した上でのもっとも環境負荷の少ないやり方での，ものづくりシナリオとそれを実現す

る製造システムの構成を支援する．デジタルエコファクトリーをツールとしてクラウドサービスなど

を通して配信することで，少ない ICT 投資で広く一般の製造業において利用可能なグリーンプロダ

クションのための生産支援環境を提供することを目的としている． 

 デジタルエコファクトリーの具体的なイメージは，工場の構成要素である工作機械，ロボット，

搬送機などを生産装置 e-カタログライブラリから選ぶと，それらはそれぞれソフトウェアエージェ

ントとしてコンピュータ内にモデル化され，マルチエージェントシステムとして仮想工場：デジタ

ルファクトリーを構成する．一方，ユーザは，設計支援ツールなどを利用して製品のプロダクトモ

デルとその製品の製造シナリオ（含む製造ライン構成）を用意する．この製造シナリオ案に対して，

デジタルエコファクトリー上で仮想生産（シミュレーション）を実施し，製品ビュー，装置ビュー，

製造ラインビュー，工場ビューで，生産性とともに消費エネルギなどについての予測値を得て事前

検討が可能となる．このような ICT によるグリーンプロダクション支援環境：デジタルエコファク

トリーを構築するために必要な技術の検討を，ケーススタディなどを通じて行う． 

２．テーマ推進活動 

 H25 年度にデジタルエコファクトリーに対する参加企業の希望するユースケースを収集し，これ

をまとめることによりデジタルエコファクトリーへの要求仕様の明確化・具体化を試みた．各企業

から出されたユースケースは，大まかに3つのシナリオに分けることができ，各シナリオについて入

力データ，出力として見たいデータ，計算方法など詳細について検討し，一覧表にまとめることを

行なった．シナリオ 1は，製造ラインの設計時に使うもの，シナリオ 2は，製造計画の検討時に使う

もの，シナリオ３は，製造ラインの運用管理時に使うものであった． 

 H26年度は，デジタルエコファクトリーに対する要求機能を，具体的なシステムとして実現するた

めの検討に入った．対象を上述のシナリオ１と２に絞り，特に，マルチエージェント技術を用いてデ

ジタルエコファクトリの構成することで要求に合う機能実現が可能なことを実証するために，各社共

通であるプリント基板ユニット製造ラインを例題とし，市販のマルチエージェントシミュレーション

システムである artisocアカデミックを利用した実験を開始した．また，本格的な実証実験のための
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外部研究助成への応募活動，将来の展開に必要な標準化項目の提案活動準備も行った． 

 H27年度は，外部研究助成を得て．前年度にまとめたデジタルエコファクトリーの利用シナリオと

機能要求について，プリント基板ユニット（PCA）製造ラインを対象にシステムを実装し，各委員に

て利用することで実証実験を開始した．また，製造装置カタログ（ｅ－ライブラリ）の構成を含むデ

ジタルエコファクトリー構築用インターフェース，製造シナリオの入力法などについて検討した． 

 H28年度は，前年度に実装したプリント基板ユニット製造ラインを対象とした実験システムについ

て，委員会内での試用を継続した．この試用実験結果に基づいて，提案の実用性評価，生産機械カタ

ログ（ｅ－ライブラリ）の構成を含むデジタルエコファクトリー構築用インターフェース，製造シナ

リオの作成法などについて検討した．新たにバッファ装置を導入しこれに伴う実験システムの改良を

行った．これにより，プリント基板ユニット向けに試作したデジタルエコファクトリーの出力精度が

上がり，実用性が確認された．この結果を受けて，デジタルエコファクトリーの適用対象を拡張する

ための検討を行い，さらなる活用の可能性を見た． 

【今後の計画(案)】 

１．基本方針 

 デジタルエコファクトリー専門委員会のこれまでの活動成果に基づいて，デジタルエコファクトリ

ーの利用について今後の展望を明らかにし，次の発展的活動につなげるために，新たな専門委員会の

設置を提案する． 

２．活動の普及 

 新しく得られた知見や提案については，積極的に国内外での学会発表を行なうと同時に，論文とし

て投稿発表をしていく．機会があれば，展示会などで積極的にデモやポスター発表を行い，これによ

り，メーカー企業，特に，生産機械・製造装置メーカーの本活動への参加を増やしたい． 

３．他団体・組織との連携  

 ユーザごとのデジタルエコファクトリーを構成するために必要となる動的振舞いも含んだ機械・装

置の e-カタログライブラリの標準化について，ISO16400 を担当する ISO/TC 184/SC 5/WG 国内対

策委員会と引き続き協力していく． 

以上 

- 17 -



DEcoF専門委員会の概要

【活動目的】
 生産性と環境影響の両面を考慮した各製造工程のより詳細な事前評価のため

のソフトウェアツール：デジタルエコファクトリーの構築を目指す．

 本ツールをクラウドサービスなどを通してSaaS (Software as a Service)とし
て配信することで，少ないICT投資で広く一般の製造業において利用可能なグ
リーンプロダクションのための生産支援環境を提供する．

 具体的には，ユーザが定義した仮想製造ライン上で，生産性と消費エネルギ
についてシミュレーションすることで，様々な観点からの事前検討を可能と
する．また，実証実験により，デジタルエコファクトリーの実現手法につい
ても検討する．

【委員会構成】
WG1（DEcoFアイデアルGr）: デジタルエコファクトリーの理想形追求

WG2（実証実験Gr）：ケーススタディを設定しての実証実験

【連携・協力】
 ISO16400提案準備委員会（平成27・28年度政府戦略分野に係る国際標準化活

動 「動的製造装置モデルを利用した製造シナリオの生産性と環境影響のデ
ジタル検証に関する国際標準化」）との連携

 公益財団法人ＪＫＡ 研究助成：「製造シミュレーションのための装置の電子
カタログ開発補助事業」との共同：研究助成 2,982,000円（H27より2年間）

DEcoF専門委員会の活動内容

【試作システム（プリント基板ユニット製造向けデジタルエコファクト

リー）の試用実験結果に基づく改良と適用範囲拡大検討】（H28年度活動）

前年度に実装したプリント基板ユニット(PCA)製造ラインを対象とした実験シス
テムについて，委員会内での試用を継続した．この試用実験結果に基づいて，提
案の実用性評価，生産機械カタログ（ｅ－ライブラリ）の構成を含むデジタルエ
コファクトリー構築用インターフェース，製造シナリオの作成法などについて検
討した．新たにバッファ装置を導入しこれに伴う実験システムの改良を行った
（バッファを含むPCA製造ラインを対象とした実験システムの構成図参照）．これ
により，プリント基板ユニット向けに試作したデジタルエコファクトリーの出力
精度が上がり，実用性が確認された．この結果を受けて，デジタルエコファクト
リーの適用対象を拡張するための検討を行い，さらなる活用の可能性を見た．

【今後の計画】
 専門委員会のこれまでの活動成果に基づいて，デジタルエコファクトリーの利

用について今後の展望を明らかにし，次の発展的活動につなげるために，新た
な専門委員会の設置を提案する．

 製造ライン設計時の利用（例えば，消費エネルギ最小化に向けた製造ライン設
計時の事前検討，新規設備導入による消費エネルギ増減の評価など）や生産計
画検討時の利用（例えば，生産品目と生産数量による最適ライン選択のための
消費エネルギの評価，装置の待機を考慮した製造ラインの消費エネルギの評価
に加えて，新たに製造実行時の製造ライン管理への利用も検討する．
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（H28年度作成）

バッファを含むPCA製造ラインを対象とした実験システムの構成

仮想製造ラインを構成する装置の
e-カタログを選択

e-カタログライブラリ

マウンタ #1

マウンタ

リフロー炉 #1

リフロー炉

半田印刷機 #1

半田印刷機

製造シナリオを入力

マルチエージェント
シミュレータ

“artisoc”

(“artisoc” モデル)

エージェント記述
(仮想PCAライン)

シミュレーション
モニタ

PCA向け
デジタルエコファクトリ－

シミュレーション結果
を観察し必要に応じて
製造シナリオを改訂

エージェント記述
自動生成

(“artisoc” モデル)

製品データ（ｐ．）および
運転データ（ｏ．）

• 製品ID (基板 ID)
• 製造ライン番号. 
• 製造ラインへの投入巡
• 搭載部品数 [part/board] 
• 基板幅 [mm]
• 基板長 [mm]
• 搭載部品データ
• 製造ライン運転時間 [min/day]
• 基板製造数 [board/day] 
• 基板種類数 [type/day]
• 生産性 [board/min] 
• 不良発生率 [%]
• ライン停止数 [times/day]
• マスク昇降速度 [mm/s]
• スキージ印刷速度 [mm/s]
• 温度プロファイル

(ゾーンごとの設定温度 [C] )

製造シナリオ

バッファ#1

バッファ
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４．デジタルエコファクトリー(DEcoF)専門委員会発表セミナー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

-グリーンプロダクションのための 

             環境情報プラットフォーム- 

 

デジタルエコファクトリー

(DEcoF)専門委員会発表 

セミナー 

 
 
 
 
 

２０１７年１０月２６日 

 
 
 
 

FAオープン推進協議会(FAOP) 
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日時： 平成２９年１０月２６日（木） １４：３０～１６：３０（受付１４：００～） 

場所： 東京国際フォーラム （ガラス棟 ７階 Ｇ７０１） 

                    （東京都千代田区丸の内芝公園３－５－１） 

主催： ＦＡオープン推進協議会（FAOP） 

 
 

プログラム：                 司会 ＦＡオープン推進協議会  

 
 

時刻 演題 講演者 

14:30 開会あいさつ 
 

藤井 進氏 

神戸大学名誉教授 

 

14:35 
 

「デジタルエコファクトリーと今後の

製造業のあり方について」 

 

 

木村 文彦氏 

東京大学名誉教授 

15:05 
 

「デジタルエコファクトリー専門委員

会の活動概要」 

 

 

ＤＥｃｏＦ専門委員会委員長 

神奈川工科大学教授 松田 三知子氏 

 

15:25 
 

「デジタルエコファクトリーの試作」 

 

近藤 知明氏 

株式会社ケー・ティー・システム 

 

15:45 
 

「生産設備の電力可視化・削減に向け

た取り組み」 

 

 

濱中 純氏 

株式会社日立製作所 

 

16:00 
 

「製造設備の消費電力データによる生

産工場の稼働管理システム」 

 

 

川井 若浩氏 

オムロン株式会社 

 

16:15 
 

「生産工場における消費電力削減の取

り組みとＤＥｃｏＦへの期待」 

 

 

北嶋 雅之氏 

富士通株式会社 

終了 
 
16:30 
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４．１ デジタルエコファクトリーと今後の製造業のあり方について 

 
 
 
 
 
 

デジタルエコファクトリーと今後の製造業

のあり方について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木村 文彦 

 

 

東京大学名誉教授 
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(DEcoF)
2017.10.26 
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•

•

•
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•

–

•

–

•

–

•

–

• CPS (Cyber Physical System)

ICT Key Enabler

•

•

•

•

•
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•
– CAD/CAM, PLM

•
– MES PLC NC

•
– ERP SCM

•
–

ICT

•
–
–

•

•

•

• Industrie4.0, Smart Manufacturing, CPS, etc.

•

– Digital Twin, Digital Shadow

–
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Smart Manufacturing Standards Landscape
NISTIR 2016

Smart Product and Services

(M.Abramovici, Ruhr University Bochum, 2015) 
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Industrie 4.0: Acatech, Germany, April, 2013

Industrie4.0
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Industrie 4.0: Acatech, Germany, April, 2013
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Industrie 4.0: Acatech, Germany, April, 2013

Industrie 4.0: Acatech, Germany, April, 2013
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Industrie 4.0: Acatech, Germany, April, 2013

Cyber Physical Production System
(Prof. Dr.-Ing. Christoph Herrmann, Technische Universität Braunschweig, Germany)
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ARENA2036

ARENA2036
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ARENA2036

ARENA2036
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ARENA2036

e.GO Mobile
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e.GO Mobile

• Evolution and Directions for Sustainable Manufacturing Standards
(KC Morris & Bill Bernstein, NIST, USA)

What’s Smart Manufacturing mean for Sustainability?
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Positive Impact Factories
(Prof. Dr.-Ing. Christoph Herrmann, Technische Universität Braunschweig, Germany)
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Positive Impact Factories
(Prof. Dr.-Ing. Christoph Herrmann, Technische Universität Braunschweig, Germany)

Positive Impact Factories
(Prof. Dr.-Ing. Christoph Herrmann, Technische Universität Braunschweig, Germany)
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Positive Impact Factories
(Prof. Dr.-Ing. Christoph Herrmann, Technische Universität Braunschweig, Germany)

Positive Impact Factories
(Prof. Dr.-Ing. Christoph Herrmann, Technische Universität Braunschweig, Germany)
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Positive Impact Factories
(Prof. Dr.-Ing. Christoph Herrmann, Technische Universität Braunschweig, Germany)

DENSO: Compact, Simple, Slim, Speed      Smart

(Denso)
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DENSO: Energy JIT

(Denso)
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•

•

•

•

ICT

•

•

•

•

•

–

– de facto / de jure

•
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ISO 10303-242: Managed model-based 3D engineering

PMI: Product Manufacturing Information
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IEC 62832 Digital Factory
Conceptual layers of the Digital Factory Framework

IEC 62832 Digital Factory
Overview of the Digital Factory repository, automation assets and activities
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IEC 62832: Digital Factory
Example of header and body information

IEC 62832: Digital Factory
Example of classifying data elements
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IEC 62832: Digital Factory
Example of composite DF asset

Internet of Things

(ZVEI: What Criteria do Industrie 4.0 Products Need to Fulfil ? 
April 2017) 
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RAMI 4.0: Nestability of I4.0 components

Source : DIN Spec 91345

Case: Drilling Process

(CO2PE!)
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Drilling Process

Drilling Process
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equipment

timing

A constituent activity
(obtained by decomposition 
sub-process)

Manufacturing process to be evaluated
(specified by the specification of environmental performance evaluation)

Environmental
Influence 

of a given category

Converted EPE data
(calculated by conversion sub-process)

Aggregated EPE data
(obtained by summation sub-process)

Equipment A
Equipment B

Equipment C

Start of
production

End of
production

ISO 22400
Key performance indicators (KPIs) for manufacturing operations management
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TC 39 on Machine Tools

ISO 14955-1:2014
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Securing the Future of Advanced Manufacturing in the United States 
John W. Sutherland (CIRP-LCE 2017) 

ASTM E60.13 on Sustainable Manufacturing
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ASTM 3012-16: 
Characterizing Environmental Aspects of Manufacturing Processes

ASTM 3012-16: 
Characterizing Environmental Aspects of Manufacturing Processes
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Model Based Design: Technical & Physical Systems

• Model Virtual-Real 

• Modelling

•

•

•

• Verification & Validation

• Virtual Real 

P.Fritzson: Introduction to Modeling and Simulation of Technical and Physical Systems 
with Modelica, Wiley-IEEE Press, 2011.

Model-Based Approach
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•

•

•

•

Securing the Future of Advanced Manufacturing in the United States 
John W. Sutherland (CIRP-LCE 2017) 
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Securing the Future of Advanced Manufacturing in the United States 
John W. Sutherland (CIRP-LCE 2017) 
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４．２ デジタルエコファクトリー専門委員会の活動概要 

 

 

 

 

 

 

デジタルエコファクトリー専門委員会の 

活動概要 

 

 

 

 

 

 

 

松田 三知子 

 

神奈川工科大学教授 
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デジタルエコファクトリー専門委員会
活動概要（2013.9～2017.3）

松田三知子（神奈川工科大学）

ＷＧ１（DEcoFアイデアルGr）
ＷＧ２（実証研究Gr）

委員長：松田三知子（神奈川工科大学）
WG1主査：藤井進（神戸大学）
WG2主査：木村文彦（法政大学）
参加企業：オムロン株式会社，株式会社日立製作所，

三菱電機株式会社，清水建設株式会社，
富士通株式会社，
株式会社ケー･ティー･システム2017-10-26

東京国際フォーラム

-グリーンプロダクションのための環境情報プラットフォーム-
デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会発表セミナ－

デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会

専門委員会の活動目的

 生産性と環境影響の両面を考慮した各製造工程のより詳細な事前評価のため

のソフトウェアツール：デジタルエコファクトリーの構築を目指す．

 本ツールをクラウドサービスなどを通してSaaS (Software as a Service)と

して配信することで，少ないICT投資で広く一般の製造業において利用可能

なグリーンプロダクション支援のための情報環境を提供する．

 具体的には，ユーザが定義した仮想製造ライン上で，生産性と消費エネルギ

についてシミュレーションすることで，様々な観点からの事前検討を可能と

する．また，実証実験により，デジタルエコファクトリーの実現手法につい

ても検討する．

 以上により，製品のライフサイクルシミュレーションに，分解，再利用も含

めた製造工程についての科学的，定量的，客観的な環境負荷の評価を加える

ことを可能とし，生産性も意識した上でのもっとも環境負荷の少ないやり方

でのものづくりシナリオとそれを実現する製造システムの構成を支援できる

ようにする．
2
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デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会

専門委員会設置への発端活動

製造科学技術センター

アイデアファクトリー 採択テーマ６：

グリーンプロダクション基盤としての
デジタルエコファクトリ構築のための調査研究

（実施期間 2010年9月～2012年3月）

【アイデアファクトリーでの活動】

 デジタルエコファクトリーの要求仕様の洗い出し

 提案するデジタルエコファクトリーの要求仕様書案の検討

 デジタルエコファクトリーの概念設計案作成

 ケーススタディによる検討

 デジタルエコファクトリーの設計案の検討

3

デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会

デジタルエコファクトリーの構成イメージ
（アイデアファクトリーでの活動結果より）

 製造ラインを構成する装
置類，製造作業対象であ
る素材や部品などをソフ
トウェアエージェントと
してモデル化し，デジタ
ルファクトリを構成する．

 プロダクトパネル，プラ
ントパネル，インフラパ
ネルを設け，それぞれの
視点から，製造シナリオ
や製造ラインの設定，デ
ジタルファクトリ上で実
行する仮想生産のコスト
や環境パフォーマンスを
モニタするインターフェ
ースを与える．

4
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デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会

専門委員会設置へ

 現在の製造業では，製品ライフサイクル全体を視野にいれたものづくりが当然と

なっており，素材や構成部品のリサイクルやリユースを意識するのみにとどまら

ず，根本的に製品づくりの仕組みを見直し効果的な方策を提示する必要がある．

 ライフサイクルアセスメントの手法については，国際規格化された方法論が確立

されつつあり，製造現場では，従来どおり生産性を意識しつつも環境に配慮した

モノづくりが要求されている，

 従来の生産コストの視点からの評価に加えて，リデュース・リユース・リサイクル

の視点からの評価を取り入れたシミュレーションを伴う生産設計手法の提示や，

生産性と環境影響の両面を考慮した各製造工程のより詳細な事前評価ツールの，

少ないICT投資で利用できる形式での提供が望まれている．

２０１２年秋 デジタルエコファクトリー研究会活動開始

２０１３年秋 デジタルエコファクトリー専門委員会設置

5

デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会

委員会活動内容の当初計画

デジタルファクトリー上で仮想生産（シミュレーション）を実施することで，

製品ビュー，装置ビュー，製造ラインビュー，工場ビューで，生産性とともに

環境影響も含めた事前検討を可能とする，ICTによるグリーンプロダクション

支援環境：デジタルエコファクトリーを構築するために以下のことを行う．

 デジタルエコファクトリー機能と構成，実装法についての検討

 仮想製造ライン構築用インターフェースの検討
（製造装置カタログを利用した仮想製造ラインの構成）

 装置テンプレートを利用した製造装置モデルのe-カタログ化検討

 製品情報，オペレーションデータやスケジュールなどの入力イン
ターフェースの検討

 シミュレーション結果の出力インターフェースの検討

 実製造ラインとのコミュニケーションによる連携法の検討

6
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デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会

３つの主なDEcoF利用シナリオ

7

１．製造ライン
設計

（シナリオ１）

・消費エネルギ
最小化に向けた
製造ライン設計
時の事前検討

・新規設備導入に
よる消費エネル
ギ増減の評価

・新規素材導入に
よる消費エネル
ギの評価

２．生産計画検討
（シナリオ２）

・生産品目と生産
数量による最適
ライン選択のた
めの消費エネル
ギの評価

・装置の待機を
考慮した製造ラ
インの消費エネ
ルギの評価

３．製造ライン管理 （シナリオ３）
・予測値と実測値の消費エネルギ比較による異常状態の発見
・生産計画進捗予測
・デマンドコントロール（電力消費削減量推測）2014年9月発表

デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会

DEcoF設計上の考慮点

 マルチエージェントシステムとして

構成したデジタルファクトリを

ベースにデジタルエコファクトリー

を構築

 （ソフトウェア）エージェントとして作る

生産システムの構成要素（素材，

部品，生産機械，搬送装置など）に

消費エネルギの計算機能を付加

 システム全体，製品ごと，機器ごと，工程ごとなど様々な粒度で時系列的に生産性

および消費エネルギを見るビューを付加

 製造ラインを構成する装置などのモデルのe-カタログを準備し，

これを利用したユーザオリジナルなデジタルエコファクトリーの構成と容易な変更

 将来的には，環境視点で，個別最適に対して全体をみて調整するエコ・エージェントを

全体最適を図るために導入

8
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デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会

DEcoFの実装における課題

9

 精度の高いシミュレーションの実行には，シミュレーションの場である仮想製造

ラインを構成する各製造装置の振舞いやアクティビティも含めた詳細なモデルが

必要である．すなわち，従来の装置仕様書をe-カタログ化したような静的装置

モデルだけではなく，アクティビティも含めた動的装置モデルが必要である．

 現在は各ソフトウェアツールごとに製造装置モデルを準備して対応している．

 製造ラインの新規構築や構成変更，ライン上の装置の入替検討などの際には，

装置モデルを組合わせて新しく仮想製造ラインを構成しなくてはならないが，

その都度，検討対象の装置データを準備するのは容易ではない．

 ソフトウェアツール内の仮想製造ライン構成に必須な製造装置モデルデータの

提供手法が確立されていない．特に，動的装置モデルについては顕著である．

製造装置の環境パフォーマンスについてのモデルデータについても同様である．

国際標準 ISO 16400シリーズ の提案
「製造シナリオのデジタル検証のための動的製造装置モデルe-ライブラリサービス」

デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会

国際規格 ISO 16400 シリーズの提案

10

 動的製造装置モデルと
は，従来の装置の仕様
データに，機械として
の動作や時間的な変化
挙動，環境パフォーマ
ンスを加えた動的なモ
デルデータのことで，
コンピュータ上でのシ
ミュレーションシステ
ムに組込んで使えるモ
デルデータである．

 製造装置モデルの構成
方法，記述法と記述ル
ールを国際標準化する．

ISO 16400: Equipment behaviour catalogues for virtual production system
ISO/TC 184/SC 5/WG 13（コンビナ：日本）で2017年9月より審議開始
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デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会

【ケーススタディ】プリント基板ユニット製造（PCA）ライン

11

 対象をDEcoF利用シナリオ１と２に絞り，プリント基板ユニット製造ラインを例題と
して，その実装法を検討した．

 マルチエージェントシミュレーションシステムartisocを利用して実証実験を計画した．

装置カタログの準備
システムと仮想製造
ライン構成システム
(実証実験システム)

委員会メンバー企業
による試用
（実証実験）

製造装置のe-カタログ群

デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会

外部研究助成の獲得 (2015.4～2017.3）

12

公益財団法人JKA 平成27年度自転車等機械工業振興補助事業（研究補助）

「製造シミュレーションのための装置の電子カタログ開発補助事業」

１．プリント基板を例題とした電子的装置カタログを利用した仮想製造ライン構成システム
の概要設計

２．印刷機・マウンタ・はんだリフロー炉の装置カタログの詳細設計

３．装置カタログを利用したプリント基板向け仮想製造ライン構成システムの設計

４．各装置カタログの実装と仮想製造ライン構成システムの実装（委託）

５．実装システムの評価法検討
６．プリント基板向け仮想製造ラインの構成・試用評価実験

７．装置カタログと仮想製造ライン構成システムの改訂設計

８．装置カタログと仮想製造ライン構成システムの改訂実装（委託）

９．プリント基板製造シミュレーションによる仮想製造ライン構成システムの評価

10．一般装置の電子カタログ化への拡張手法検討
11．汎用の製造シミュレーションのための装置の電子カタログを利用した仮想製造ライン

構成システムへの枠組みの拡張設計

研究成果の詳細は http://www.zoo.ic.kanagawa-it.ac.jp/JKA_WReport/WReport.html をご覧ください

外部研究助成の獲得 (2015.4～2017.3）
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デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会

今後の展開
2017年4月 デジタルエコファクトリー利活用専門委員会設置

13

デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会での

 DEcoF利用シナリオの検討（要求機能の洗い出し）

 DEcoFの構成，実装法についての検討

 DEcoFの核となる仮想製造ライン構築法の検討

 実証実験（PCA ラインを対象としたDEcoFの実装）

などの活動成果をベースに，さらなる発展を目指して，以下の
活動を行なう．

 PCAラインを対象とした実証実験の評価とまとめ

 適用分野拡大のための機能拡張検討と実装実験

 実製造ラインとの連携法の検討

 DEcoF利用シナリオに基づいた検証

デジタルエコファクトリー（DEcoF）専門委員会

期待する便益と受益者

14

対象 期待する便益の内容

製造システム

開発者

• 製造ラインのコストと環境の両面から事前評価
• 製造ラインの構成機器の事前検討（導入前検討）
• 製造シナリオのコストと環境の両面から事前検討
• クラウドサービスによる安価で軽い情報環境の提供

• シミュレーション環境の自在な設定／変更

工作機械／製造装置
メーカーとベンダー

• 機械／装置エージェントによるモデル化で仮想製造
ライン上での動作の事前検討

• 機械／装置エージェントを利用したe-カタログ化

（動作シミュレーション）による販促

製造業全般

（一般社会）

• グリーンプロダクションの推進
• ICT投資コストの減少

委員会活動への新規ご参加をお待ちしております
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４．３ デジタルエコファクトリーの試作 

 

 

 

 

 

 

デジタルエコファクトリーの試作 

 

 

 

 

 

 

 

近藤 知明 

 

 

株式会社ケー・ティー・システム 
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４．４ 生産設備の電力可視化・削減に向けた取り組み 

 

 

 

 

 

 

生産設備の電力可視化・削減に向けた 

取り組み 

 

 

 

 

 

 

濱中 純 

 

 

 株式会社日立製作所
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４．５ 製造設備の消費電力データによる生産工場の稼働管理システム 

 

 

 

 

 

 

製造設備の消費電力データによる生産工場

の稼働管理システム 

 

 

 

 

 

 

川井 若浩 

 

 

 オムロン株式会社
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４．６ 生産工場における消費電力削減の取り組みとＤＥｃｏＦへの期待 

 

 

 

 

 

 

生産工場における消費電力削減の取り組み

とＤＥｃｏＦへの期待 

 

 

 

 

 

 

 

北嶋 雅之 

 

 

 富士通株式会社
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